









































3類（3 a漓，3 a滷，3 b）に分けられる（4）。
（ 3）a．2拍
漓重音節 1つからなる：A, B, C, D, E, G, I, J, K, O, P, Q, T, U, V, Y
滷軽音節 2つからなる：F, L, M, N, S
b．3拍以上











































































語頭要素 語末要素 調 査 語 項目数
H
H GY, JU, OC, PI, BP, CE, AE, VT 8
24LL DN, BL, IL, JN, QS, UM, YL, GN 8
蠱 EW, JH, AR, CX, QX, YZ, TW, KR 8
LL
H NB, SY, LK, MV, SI, FD, LB, FJ 8
24LL NS, LN, ML, NM, SN, FL, LF, FN 8
蠱 LX, MH, NR, LW, MW, FR, FH, NW 8
蠱
H WY, XE, HQ, WG, ZA, RO, XI, WV 8
24LL WF, WM, ZN, RL, HF, RS, HM, WS 8
蠱 RW, RX, WR, HZ, WX, XW, HW, HR 8















調査対象者 生年（年齢（11））性 生育地 父親の生育地 母親の生育地
い 1990（17） 男 兵庫県尼崎市 兵庫県伊丹市 兵庫県尼崎市
ろ 1979（26） 女 兵庫県宝塚市 兵庫県宝塚市 大阪府堺市
は 1980（25） 女 兵庫県三田市 兵庫県三田市 兵庫県三田市
に 1982（23） 女 大阪府豊中市 兵庫県神戸市灘区 兵庫県加東郡
ほ 1980（25） 男 兵庫県神戸市東灘区 兵庫県神戸市東灘区 京都府京都市
へ 1991（17） 男 大阪府豊中市 大阪府豊中市 大阪府大阪市
と 1991（17） 男 兵庫県宝塚市 兵庫県宝塚市 兵庫県神崎郡
ち 1990（17） 男 大阪府大阪市 大阪府豊中市 大阪府豊中市
り 1988（17） 女 大阪府大阪市 大阪府大阪市 大阪府大阪市
ぬ 1982（23） 男 大阪府豊能郡 大阪府豊能郡 大阪府豊能郡
る 1980（25） 男 大阪府大阪市 奈良県北葛城郡 大阪府大阪市
を 1988（17） 女 大阪府大阪市 大阪府大阪市 大阪府堺市
わ 1982（23） 女 兵庫県尼崎市 大阪府池田市 兵庫県津名郡
か 1990（17） 男 兵庫県伊丹市 大阪府大阪市 兵庫県伊丹市
















拍数 4拍 5拍 6拍 7拍・8拍 合計
高起式 224 162 200 73 659
低起式 256 78 70 17 421
低起率（％） 53 33 26 19 39
表 4 語頭要素の音韻構造と低起率
語頭要素 H＋ LL＋ 蠱＋ 合計
高起式 237 150 272 659
低起式 123 210 88 421
低起率（％） 34 58 24 39













表 5 語頭要素が 3拍以上からなる調査語と高起式・低起式
調査語 高起式 低起式 拍数 調査語 高起式 低起式 拍数
XE 5 10 6 RX 12 3 7
ZA 7 8 5 WR 12 3 7
ZN 8 7 5 XW 12 3 8
XI 8 7 6 RL 13 2 5
HQ 9 6 5 WF 13 2 6
WY 10 5 6 WG 13 2 6
HR 11 4 6 WS 13 2 6
RW 11 4 7 WV 13 2 6
HF 12 3 5 HW 13 2 7
HM 12 3 5 WX 13 2 8
RO 12 3 5 RS 14 1 5
WM 12 3 6 HZ 14 1 6
表 6 第 2拍の促音・非促音と低起率（語頭要素が 3拍以上からなるもの）
第 2拍 高起式 低起式 低起率（％）
促音（X, Z） 40 35 47
非促音（H, R, W） 232 53 19
８ アルファベット頭文字語のアクセントにおける式保存の例外
以上のことから，A 頭文字語における式保存の例外（低起式）が出現























（ 7）a．WY, WG, WV, WF, WM, WS, WR, WX
b．HQ, RO, RL, HF, RS, HM, RW, RX, HZ, HW, HR
アルファベット頭文字語のアクセントにおける式保存の例外 ９
（7 a, b）によって最初の 2拍の音節構造と低起率の関係をまとめたもの








一方（6 c）は，語全体が 4拍という環境によって，（6 a, b）と区別され
る。第 2拍が促音であるアルファベットは 3 拍以上（「X」，「Z」）であ









表 7 最初の 2拍の音節構造と低起率（語頭要素が 3拍以上からなるもの）
最初の 2拍の音節構造 高起式 低起式 低起率（％）
oo（7 a） 99 21 18
om（7 b） 133 32 19















調査対象者 い ろ は に ほ へ と ち り ぬ る を わ か よ
高起式 65 64 61 59 57 57 56 55 38 33 29 28 26 22 9
低起式 7 8 11 13 15 15 16 17 34 39 43 44 46 50 63
表 9 語頭要素の音節構造と低起率（語全体が 4拍）
語頭要素 式 い ろ は に ほ へ と ち り ぬ る を わ か よ
oo＋
高起 12 11 8 11 10 12 8 6 1 0 0 2 0 4 0
低起 4 5 8 5 6 4 8 10 15 16 16 14 16 12 16
「oo＋」の低起率（％） 25 31 50 30 38 25 50 63 94 100 100 88 100 75 100
om＋
高起 14 15 14 16 15 12 12 12 5 4 4 7 4 1 4
低起 2 1 2 0 1 4 4 4 11 12 12 9 12 15 12
「om＋」の低起率（％） 13 6 13 0 6 25 25 25 69 75 75 56 75 94 75



















表 10 第 2拍の促音・非促音と低起率（語頭要素が 3拍以上）
第 2拍 式 い ろ は に ほ へ と ち り ぬ る を わ か よ
促音
高起 5 5 5 4 1 2 4 4 2 4 2 1 1 0 0
低起 0 0 0 1 4 3 1 1 3 1 3 4 4 5 5
「促音」の低起率（％） 0 0 0 20 80 60 20 20 60 20 60 80 80 100 100
非促音
高起 19 19 19 16 18 18 17 18 17 19 12 10 17 12 1
低起 0 0 0 3 1 1 2 1 2 0 7 9 2 7 18
「非促音」の低起率（％） 0 0 0 16 5 5 11 5 11 0 37 47 11 37 95


























する。A 頭文字語の語頭の音調に関しては，（9 b）と（10 a）の例外が対
応すると考えられる。この例外と語全体の拍数に着目すると，東京方言に























oo＋ NB, SY ○●… 低
om＋ DN, IL ●●… 高
5拍
以上
oQo（o）＋ ZN, XI ○○●（●）… 低
ooom＋ WV, WM ○●●●… 低
omo＋ RO, HF ●●●… 高
（o は自立拍，m は促音を除く特殊拍，Q は促音，＋は形態素
境界，oo は軽音節の連続，om と oQ は重音節）











oo＋ NB, SY ●●… 高 なし
om＋ DN, IL ●●… 高 あり
5拍
以上
oQo（o）＋ ZN, XI ●●●（●）… 高 なし
ooom＋ WV, WM ●●●●… 高 なし
omo＋ RO, HF ●●●… 高 あり
（o は自立拍，m は促音を除く特殊拍，Q は促音，＋は形態素境界，oo

















が軽音節の連続，滷語全体が 5拍以上の場合：第 2拍が促音，の 2点にま
とめて示した。さらに，この 2点の出現環境には摂津方言若年層において












oo＋ NB, SY 出現 ○○… 低 あり
om＋ DN, IL × ●●… 高 あり
5拍
以上
oQo（o）＋ ZN, XI 出現 ○○○（○）… 低 あり
ooom＋ WV, WM × ●●●●… 高 なし
































する（Kubozono and Fukui 2006，清水 2006）。
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１８ アルファベット頭文字語のアクセントにおける式保存の例外
